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● 反社会学講座　世の中にあふれている情報・常識は本

物か。自称イタリア人の著者パオロ・マッツァリーノが、世間

に流布するもっともらしい主張は、主観にまみれた都合のよ

いデータ解釈によるものだという観点から斬り捨てていきます。

真面目に読むような本ではありませ

んが、与えられた情報を鵜
う

呑
の

みにせ

ず、自分で考えることの重要性を説い

ています。この本に書かれている内

容はどこまで信じてよいのか。それは

自分で考える必要があるでしょう。

● フェルマーの最終定理　17 世紀の数学者フェルマーが

残した難問が、360 年の時を経て完全に証明されるまでの数

学者たちの苦闘・軌跡を描いたノンフィクションです。あらゆ

る科学研究に共通する、閃きの瞬間と問題が解決されたときの

爽快感、学問形成の過程で繰り広げられる躍動感を生き生きと

感じることができる一冊で、数学に縁のない人にもお勧めです。

同じ著者の「暗号解読」も面白いです。

● Solid State Physics　物質中の物理現象を取り扱う物性

物理学の代表的な教科書です。出版されたのは 1970 年代と

かなり昔ですが、現在でも最もスタンダードな１冊です。分厚

い（日本語版だと全部で 4 冊！）ですが、そのぶん解説は詳しく、

わかりやすい記述なので、学生のこ

ろから他の本を読むときの参考にも

しています。

● Modern Quantum Mechanics　スピンの存在を明

らかにするシュテルン・ゲルラッハの実験にはじまり、現代的

な視点で量子力学を構築しています。学部生の時に日本語版

を読み、特に第 1 章、第 2 章のわかりやすさに感動した覚え

があります。いまは、砂川先生の『量子力学』や Shankar の

"Principles of Quantum Mechanics", Griffiths の "Introduction 

to Quantum Mechanics" とあわせて授業の参考にしています。

● Spin Current　スピン流に関する専門書で、私もいくつ

かのチャプターの執筆を担当しました。日本語によるスピント

ロニクスに関する本はまだ数冊しかありませんが、英語で書か

れたものはたくさんあり、本書はその中でも比較的新しい１冊

です。スピン流の基礎的な物理から最近の研究進展まで幅広

い内容が取り扱われています。


